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中高齢者のライフタイルと高次脳機能との関連性について
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Abstract
The relationship between lifestyle activities and higher brain functions in normal middle-aged and elderly people was examined. 
Participants were 1086 community dwellers in a rural town (their age ranged from 40 to 91 years old). The higher brain functions 
were measured by means of MMSE, logical memory test, Stroop test, D-CAT (test for the assessment of attention or executive func-
tion) and verbal fluency test. The results of higher brain functions suggested that normal middle-aged and elderly people with high 
lifestyle activitiesperformed cognitive tasks better than normal middle-aged and elderly people with low lifestyle activities. On the 
other hand, high frequency of communication with families or friends related to cognitive decline, especially memory loss. Based on 
these findings, the relationship between lifestyle activities and cognitive reserve and between self-efficacy and cognitive decline were 
discussed.
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1.  はじめに

　急速に進行する高齢化にともない、認知の加齢に影響

を及ぼす要因を検討する試みが盛んになりつつある。高

齢者の認知機能 （以下、高次脳機能と表記する） が加齢に

より低下するのは事実としても（Craik & Salthouse, 2000）、
その低下の程度や速度には個人差が認められる。高次脳

機能の加齢における個人差を検討しその仕組みを解明す

ることは、高齢者のサクセスフル・エイジングや well-
being に寄与すると考えられ、さらには高次脳機能をいつ

までも高く保つための処方箋を描くためにも急務である

といえよう。

　高齢者の well-being とは、重篤な呼吸器、消化器、循

環器系の内科的疾患がなく、筋運動系にも高次脳機能に

おいても特段の問題がないことではじめて可能になるの

であり、内科系、筋運動系、認知系の 3 つの要素がす

べて健やかであることから成立する（八田，2002）。ま

た、75 歳を超えて優れた高次脳機能を維持している高齢

者は、超高齢者あるいは rare elite survivors として知られ

ている（Rabbitt, Lowe & Shilling, 2001）。これらの集団に

属する高齢者の多くは、特別に深刻な内科的な病気もな

く、検査機関に自分で足を運び、高次脳機能検査を受診

することができることからも、well-being を維持するため

に必要な 3 つの要素を満たす人々ということになる（八

田，2009）。超高齢者あるいは rare elite survivors が出現す

る要因を探る研究はさまざまな分野で実施されているが、

最近になって、ライフスタイル（食習慣、運動習慣、知

的活動および社会的活動）と高齢者の高次脳機能との関

連を検討する研究が注目され始めてきた （e.g., Fabrigoule, 
Letenneur, Dartigues, & Zarroul, 1995; Fratiglioni, Paillard-
Borg, & Winblad, 2004; Hultsch, Herzog, Small, & Dixon, 
1999; Rabbitt, Lowe & Shilling, 2001; Scarmeas & Stern, 2003; 
Scarmeas, Levy, Tang, Manly, & Stern, 2001; Wilson, Barnes, 
Krueger, Hoganson, Bienias, & Bennett, 2005）。
　これらの研究の示すところでは、晩年期に知的活動に

関わるようなライフスタイルをとり続けることが、高次

脳機能の低下防止につながる。知的活動に従事している

人はしていない人よりも高次脳機能を維持できること 
（Anstey & Christensen, 2000）、また、レジャー活動を行っ

ている人の方が行っていない人よりも高次脳機能を維持

すること（Fratiglioni et al., 2004）などである。知的活動
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が高次脳機能の維持に貢献するという事実は、認知の予

備力（cognitive reserve）という概念と関係が深い（岩原・

八田，2009）。認知の予備力とは、認知課題の要求が高ま

ることで効果的で適応的な （可塑的な） 処理方略を脳内

ネットワークとして構築することを意味しており、貯蓄

された認知の予備力が高次脳機能の低下防止に貢献して

いると考えられている（Stern, 2002, 2009）。たとえば、5
年間の縦断研究で、認知的活動の程度が高い人が認知症

になった割合は、認知的活動の程度が低い人が認知症に

なった割合の半分程度であったという報告がなされてい

る（Verghese et al., 2003; Scarmeas et al., 2001）。ライフス

タイルの違いが加齢にともなう高次脳機能の低下防止お

よび認知の予備力にどのような影響を及ぼすのかを検討

した研究に Schooler と Mulatu（2001）がある。この研究

は 20 年にわたる縦断研究で、知能の柔軟性と認知的活動

との関連を検討している。本や雑誌を読んだり美術館や

博物館を訪れるとなどの、認知的活動の高い者が知能の

柔軟性に優れることが明らかにされている。ここでいう

知能の柔軟性とは認知情報処理方略の多様性と言い換え

ることができるため、認知的活動の程度というライフス

タイルが認知の予備力に影響を及ぼしていると考えても

よい（Wilson, Barnes, & Bennett, 2007）。また、認知の予備

力という考え方を導入することによって、教育歴と高次

脳機能の程度が相関するという既知の事実を説明できる

ようになる。というのも、教育歴とは認知的活動に従事

した時間を反映すると考えられるからである（Bennett et 
al., 2003）。
　ところで、八田（2009）は、高次脳機能と加齢との関

連を説明するモデルとして休耕田モデルを提唱している。

休耕田モデルは、高次脳機能、とりわけ前頭前野の機能

的関与が大きいとされる注意、記憶、言語機能の行動学

的実験データに基づいて構築されている。このモデルで

は、発達段階において遅くに獲得される高次脳機能や行

動様式ほど早くに失われる。言い換えれば、加齢に対し

て脆弱であることを指摘している。また、前頭葉機能の

活動がそれ自体の衰退を遅延させると考えられている。

つまり、使われなくなった前頭葉機能は低下しやすいと

している（八田・岩原・八田，2007；岩原・八田・伊藤

ら，2008）。休耕田モデルにしたがえば、日常生活におい

て認知的活動に従事しようとしない高齢者の前頭葉機能

は、使用される頻度が低下しているため、前頭葉機能そ

のものの衰退を招く可能性が高くなると推察される。

　以上の先行研究結果の概観から、認知の予備力とライ

フスタイルとの関連性についてこれまでに明らかにされ

てきた点をまとめると、①認知の予備力が高い人は高次

脳機能が低下するリスクを軽減できる、②認知の予備力

は日常生活の中において高次脳機能を使用すること、つ

まり、認知的活動に従事することで実現される、である。

著者らは、これまでにこれらの関係性を検討した経験が

あるが、ライフスタイルと高次脳機能とには有意な関連

性は見いだせていない（岩原，2009）。著者らが先に行っ

た研究ではライフスタイルの状況を主観的な評定結果の

みに基づいて分析していた。ライフスタイルに関わる指

標が標準化された得点でなかったことが、ライフスタイ

ルと高次脳機能との関連を見いだせなかった原因の 1 つ

であると考えられる。そこで、本研究では、認知的活動

の程度と高次脳機能検査 （認知課題） の遂行成績とが相互

にどのように影響を及ぼし合っているのかを詳細に検討

するために、Wilson et al.（2007）を参考にしたライフス

タイル調査用紙を作成し、数量化を試みた。本論では、

これらの背景の下に数量化されたライフスタイル得点と

MMSE 得点との関連性を検討した。

2.  方法

　本研究で用いる資料は、北海道 Y 町が 2008 年（8 月 22
日から 24 日）、2009 年（8 月 28 日から 30 日）、2011 年（8
月 26 日から 28 日）に実施した住民健康診断で得られた

高次脳機能検査資料及び質問紙調査資料からの抜粋であ

る。この住民検診は、名古屋大学予防医学教室及び藤田

保健衛生大学公衆衛生学教室を中心に実施されているも

ので、既に 30 年のデータを蓄積している。本邦では古く

からの大規模なコホート研究として知られているもので、

近年では、公衆衛生学や予防医学だけでなく、神経心理

学 （高次脳機能）、内科学、整形外科学、眼科学、耳鼻科

学、泌尿器科学などを含む包括的なコホート研究のフィー

ルドとなっている。

2.1 対象者

　前述した住民検診において、高次脳機能検査を受診し

た 40 歳から 91 歳までの健常な中高年者 1086 名（男性

461、女性 625 名）を対象とした。対象者の平均年齢は

64.59 歳（年齢範囲：40 歳～ 91 歳）であった。なお、す

べての検査に対象者は自主的に参加し、自治体との契約

によりデータの個人を特定しない研究資料としての使用

は許可されているため、対象者とのインフォームドコン

セントは得られていたと見なせる。また、本コホート研

究は名古屋大学大学院医学系研究科の倫理委員会で承認

されている。

2.2 課題及び手続き

2.2.1 日常生活におけるライフスタイルの測定

　対象者の認知的活動の状況を自作の質問紙によって測

定した。この質問紙は 14 個の質問項目から構成されてお

り、それぞれの質問項目に対して、日常生活でどの程度

その行為を行うかを 5 段階（毎日～全くしない）で回答

するものであった。質問項目としては、情報 （通信） 機器

の使用状況に関わる項目 （「パソコンを使用する」「E メー

ルや携帯電話メールを送る」「インターネットを使用す

る」）、認知的活動状況に関わる項目（「日記や日誌をつけ

る」「手紙や葉書を書く」「新聞や本を読む」「絵画や書道

をする」「パズルやゲームをする」「映画や演劇などを見

る」）、社会的活動に関わる項目（「友人や家族と電話で会

話する」「友人や家族と会って会話する」「地域の集まり

や催しに参加する」）、運動に関わる項目（「運動をする」）
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が設定されていた。本研究で用いられて質問紙は、Wilson 
et al.（2007）を参考にして作成されたものではあるが、

その内容的な妥当性や信頼性に関しては検討を要するも

のであった。質問紙は、事前に自治体により配布されて

いた日常生活調査票の中に印刷されており、対象者は住

民検診に参加する前に自宅で調査票に回答してくること

が求められていた。

2.2.2 名古屋大学認知機能検査検査バッテリ（NU-CAB 
ver.2）
　対象者の高次脳機能を、名古屋大学認知機能検査バッ

テリ（NU-CAB ver.2）を使用して個別に測定した（八田，

2004）。検査に要した時間は平均して 15 分であった。本

論では、MMSE に関わる部分のみを報告するので、その

他の認知検査項目についての詳細は八田（2004）を参照

されたい。

2.2.3 MMSE
　MMSE は入院患者用の認知障害測定を目的とした短く

かつ標準化された尺度として、Baltimoer の Johns Hopkins
大学の Folstein 夫妻が開発したものである（Folstein, 
Folstein, & Mchugh, 1975）。MMSE は 11 の設問からなり、

設問ごとの得点の単純加算が MMSE の総得点（30 点）と

なる。MMSE は総合点が低いほど認知障害の存在が推定

できる（八田，2004）。NU-CAB では、MMSE を集団検査

バッテリに組み込む際に、健常成人であれば満点が当然

とされる項目が削除されている。削除されている項目は、

「ここは何県ですか」などの項目（5 点分）、時計や鉛筆を

見せてこれは何かを問う項目（2 点分）、「みんなで力を合

わせて綱を引きます」という短文を復唱させる項目（1 点

分）、「目を閉じて下さい」の読み上げと動作の項目（1 点

分）、何か文章を書く項目（1 点分）である。これらの項

目を削除したのは、自力で検査会場へ来ることができる

対象者であれば、ほぼ満点になることが知られているか

らである。そこで、NU-CAB では、MMSE の 20 点分を実

施し、削除された 10 点を加算して MMSE 得点としている。

　したがって、本研究で分析の対象とした MMSE の得点

は、合計点、3 段階命令、模写課題、見当識、直後 3 語

再生、遅延 3 語再生、暗算課題であった。3 段階命令は、

「名前を書く」、「紙を半分に折る」、「検者に渡す」の 3 つ

の行為を実行させるものであった。模写課題は、五角形

の重なり図形を紙に書き写すものであった。見当識に関

しては、場所に関わる項目は上述のように削除したため、

時間に関わる項目（年、月、日、曜日、季節）のみを得

点化した。3 語再生は、「桜、猫、電車」または「梅、犬、

自動車」の熟知性の高い具体名詞を検査者が読み上げ、

その直後に再生を求める課題（直後 3 語再生）と暗算課

題の後に再生を求める課題（遅延 3 語再生）から構成さ

れていた。暗算課題では、100 から順に 7 を引くことを求

めた。

3.  結果

3.1 ライフスタイルの得点化

　Wilson et al. （2007） を参考にして作成されたライフスタ

イル質問紙における 14 項目の素点にもとづき、探索的因

子分析（最尤法、バリマックス回転）を行った。負荷量 .40

項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 共通性

因子Ⅰ：情報通信機器の使用（α = .85）

インターネットを使用する .92 .14 .10 .88

パソコンを使用する .90 .16 .07 .85

E メールや携帯メールを送る .73 .12 .24 .60

因子Ⅱ：認知的活動（α = .78）

手紙や葉書を書く .22 .74 .10 .60

本や雑誌を読む .01 .70 .01 .53

新聞を読む .29 .67 .07 .37

趣味（絵画、書道、園芸など）をする .09 .57 .25 .39

日記や日誌をつける .22 .54 .16 .49

因子Ⅲ：対人交流（α = .68）

家族や友人と会って話しをする .17 .10 .84 .76

家族や友人と電話で話をする .15 .22 .81 .73

寄与率（%） 36.0 14.9 11.1 62.0

Table 1：ライフスタイル尺度の因子分析結果（α = .72）



120 岩原 昭彦他：中高齢者のライフタイルと高次脳機能との関連性について

人間環境学研究　第 9 巻 2 号

を下回る項目を削除後、固有値、スクリー基準、解釈可

能性から、3 因子解 10 項目が妥当と判断された（Table 1）。
3 因子の累積寄与率は 62 % であった。

　第 1 因子は、「インターネットを使用する」「パソコン

を使用する」「E メールや携帯メールを送る」という情報

通信機器との関わりを表す項目より構成されていること

から“情報通信機器の使用”と命名された。第 2 因子は、

「手紙や葉書を書く」「新聞を読む」「日記や日誌をつける」

「本や雑誌を読む」「趣味（絵画、書道、園芸など）をす

る」という認知的な活動を示していることから“認知的

活動”と命名された。また、第 3 因子は、「家族や友人と会っ

て話しをする」「家族や友人と電話で話をする」という対

人関係を表す項目から構成されていたために“対人交流”

と命名した。

　ライフスタイル尺度の信頼性を Cronbach の α係数に

よって求めたところ、尺度全体では .72 と高い内的整合

性を有していた。また、下位尺度ごとの信頼性係数を

Cronbach の α係数によって求めたところ、第 1 因子は、.85、
第 2 因子は、.78、第 3 因子は、.68 であった。第 1 因子と

第 2 因子の内的整合性は十分に保たれているが、第 3 因

子の内的整合性に関してはやや問題が残ると考えられる。

　第 3 因子の内定整合性には若干問題があるものの、使

用に耐えないとまでは言えないため、本研究では 3 因子

とも因子得点を求めることにした。各因子得点は、因子

を構成する質問項目の合計によって求められた。

3.2 ライフスタイルと MMSE との関連性

　MMSE の合計点、遅延 3 語再生課題、暗算課題とライ

フスタイル得点との関連性をロジスティック回帰分析に

より検討した（Table 2）。MMSE の合計点は、23 点をカッ

トオフ値にしたものと、27 点をカットオフ値にしたもの

の 2 種類を検討した。MMSE を用いた認知症のスクリー

ニングでは、23 点以下を認知症の疑いあり、24 点以上を

正常と見なすのが一般的である。23 点をカットオフ値に

した分析は、認知症の疑いの有無とライフスタイルとの

関連性を検討することを目的とした。27 点というカット

オフ値は、認知機能の低下傾向を判別する際に用いられ

る基準値である。認知機能に異常がない健常成人であれ

ば多くが 30 点満点となる。27 点を下回る場合、認知機能

の低下が生じている可能性があると考えられている。27
点をカットオフ値にした分析は、認知機能の低下傾向と

ライフスタイルとの関連性を検討することを目的とした。

なお、遅延 3語再生課題と暗算課題に関しては、満点を取っ

た者とそうでない者の 2 群に分けた。

β 標準誤差 オッズ比 信頼区間

MMSE（23 点カットオフ）

情報通信機器の使用 .058 .266 1.060 .630-1.784

認知的活動 -.043 .237 .958 .602-1.522

対人交流 .645 .230 1.906 1.215-2.988 **

MMSE（27 点カットオフ）

情報通信機器の使用 -.532 .168 .587 .423-.816 **

認知的活動 -.372 .149 .689 .514-.923 *

対人交流 .560 .144 1.751 1.321-2.321 **

遅延 3 語再生課題

情報通信機器の使用 -.244 .156 .783 .577-1.064

認知的活動 -.267 .142 .766 .580-1.011

対人交流 .417 .136 1.517 1.163-1.980 **

暗算課題

情報通信機器の使用 -.462 .152 .630 .467-.849 **

認知的活動 -.427 .142 .652 .494-.862 **

対人交流 .211 .122 1.235 .945-1.614

Table 2：高次脳機能を従属変としたライフスタイル活動のロジスティック回帰分析

注：性別、年齢、教育歴で補正した。

　　** p < .01,  * p < .05
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　3 段階命令課題および模写課題、見当識課題、直後 3 語

再生課題にはライフタイル得点との関連性が認められな

かったため報告しない。同様に、高齢者群と壮年者群に

分けて分析をしたものの、全体での分析と同じ傾向を認

めたため、ここでは年齢別の結果については報告しない。

本論のデータ解析でロジスティック回帰分析を用いた理

由は、MMSE の合計得点に関しては満点側に偏った非正

規分布であったためにカットオフ値の上下で対象者を群

化して分析するのが妥当であったこと、MMSE の下位項

目に関してはデータが離散的でばらつきのないものばか

りであったため、満点か否かで 2 群化して分析を実施す

ることが妥当であったことにある。

3.2.1 MMSE 合計点

(1) 23 点をカットオフ値にした分析

MMSE の合計点を算出し、23 点以下を認知症の疑い

あり、24 点以上を疑いなしとした（有 99 人、無 987 人）。

認知症の疑いの有無を目的変数、ライフスタイル得点

を説明変数、性別・年齢・教育歴を調整変数としてロ

ジスティック回帰分析によりオッズ比を検討した。対

人交流のみに有意な関連性（オッズ比：1.91、95 % 信

頼区間：1.22-2.99、p < .05）が認められた。

(2) 27 点をカットオフ値にした分析

MMSE の合計点を算出し、27 点以下を認知機能低下

あり、28 点以上を低下なしとした（有 380 人、無 706
人）。認知機能の低下の有無を目的変数、ライフスタ

イル得点を説明変数、性別・年齢・教育歴を調整変数

としてロジスティック回帰分析によりオッズ比を検討

した。情報通信機器の使用（オッズ比：.59、95 % 信

頼区間：.42-.82、p < .01）、認知的活動（オッズ比：.69、
95 % 信頼区間：.51-.92、p < .05）、対人交流（オッズ比：

1.75、95 % 信頼区間：1.32-2.32、p < .01）の全てにお

いて有意な関連性が認められた。

3.2.2 遅延 3 語再生

　MMSE の遅延 3 語再生課題において満点をとった者と

それ以外の者とに対象者を分割した（満点 428 人、満点

外 658 人）。遅延 3 語再生が満点か否かを目的変数、ライ

フスタイル得点を説明変数、性別・年齢・教育歴を調整

変数としてロジスティック回帰分析によりオッズ比を検

討した。対人交流のみに有意な関連性（オッズ比：1.52、
95 % 信頼区間：1.16-1.98、p < .01）が認められた。

3.2.3 暗算課題

　MMSE の遅延三語再生課題において満点をとった者と

それ以外の者とに対象者を分割した（満点 579 人、満点

外 507 人）。暗算課題が満点か否かを目的変数、ライフス

タイル得点を説明変数、性別・年齢・教育歴を調整変数

としてロジスティック回帰分析によりオッズ比を検討し

た。情報通信機器の使用（オッズ比：. 63、95 % 信頼区

間：.47-.85、p < .01）、および、認知的活動（オッズ比：.65、
95 % 信頼区間：.49-.86、p < .01）において有意な関連性

が認められた。

4.  考察

　本研究の第一の目的は、ライフスタイル活動の内容

を分類するとともに活動量を数量化することであった。

Wilson et al.（2003, 2007）を参考にして作成されたライフ

スタイル質問紙に含まれていた 14 項目を因子分析したと

ころ、3 因子 10 項目が抽出された。第 1 の因子は、情報

通信機器の使用を表すものであった。Wilson et al.（2003, 
2007）には情報通信機器の使用状況を問う項目は含まれ

ていなかったが、テクノロジーの使用状況が認知機能の

低下を防止するという報告（Jopp & Hertzog, 2007）を検

証するために本研究では情報通信機器の使用状況に関わ

る項目を質問紙に加えていた。その結果、「インターネッ

トを使用する」「パソコンを使用する」「E メールや携帯メー

ルを送る」の 3 項目が情報通信機器の使用状況を表すも

のとしてまとまった。

　第 2 の因子は、「手紙や葉書を書く」「日記や日誌をつ

ける」「本や雑誌を読む」「趣味（絵画、書道、園芸など）

をする」といった認知的活動に関わる項目であり、Wilson 
et al.（2003, 2007）で用いられている認知的活動と同義で

ある。認知的な活動を反映するものとして、「映画や演劇

などをみる」と「パズルやゲームをする」という項目が

元の質問紙には含まれていたが、因子構造を決定する際

の基準に満たなかったため最終的には削除された。演劇

に行く機会やゲームをする機会が日本の中高齢者には少

ないという文化の違いを反映していると考えられる。同

様に、ライフスタイルの分類に文化が認められるものと

して、Jopp & Hertzog（2010）が余暇活動を因子分析した

研究がある。彼らの研究では、認知的活動は、ゲーム（カー

ドゲーム、ボードゲーム、クロスワードパズルなど）、学

習活動（開演会への参加、映画鑑賞、図書館へ行くなど）、

趣味活動（新聞を読む、雑誌を読む、手紙を書くなど）

として分類された。映画鑑賞が学習活動と捉えられたり、

新聞を読むことが趣味活動に含まれたりするのは文化の

違いを反映している。本研究の結果が示しているように、

本邦においては、これらの活動を認知的活動としてまと

めるのが妥当であると考えられる。

　第 3の因子として、「家族や友人と会って話しをする」「家

族や友人と電話で話をする」といった対人交流を表す項

目がまとまった。Jopp & Hertzog（2010）の研究で得られ

ていた、個人的な社会活動（友達との外出、友達や親戚

の家の訪問、友達との電話など）と同じ内容を表している。

本研究では、「地域の集まりや催しに参加する」という項

目が社会活動を反映する内容として元の質問紙には含ま

れていたが、因子構造を決定する際の基準に満たなかっ

たため削除された。「地域の集まりや催しに参加する」と

いう項目は、Jopp & Hertzog（2010）の研究では、公的な

社会活動（政治活動、ボランティア活動、講演活動など）

に含まれるものであることから、「家族や友人と会って話

しをする」や「家族や友人と電話で話をする」とはまと

まりが悪かったのかもしれない。
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　上述した 3 つの因子は、現代の中高齢者のライフスタ

イル活動を質的に分類するものとしては、先行研究と比

較しても、文化の違いはあるとはいえそれほど大きく異

なるものではないことからも、内容的には妥当であると

考えられる。ライフスタイルを数量化する尺度としては、

生活習慣（運動、睡眠、食生活）が含まれていないこと

が問題であるように思われるかもしれないが、生活習慣

は、住民健診で用いられる健康調査としては必須の質問

項目であるために、ライフスタイル調査にはあえて含め

ていないが、生活習慣調査とライフスタイル調査の両方

を実施すれば、中高齢者の生活スタイルを質的にも量的

にもとらえられよう。また、本研究で得られた、3 つのラ

イフタイル因子はその因子構造や信頼性係数から考えて、

ライフスタイルの活動量を数量化する際に使用できると

考えられる。

　本研究の第二の目的は、ライフスタイル尺度によって

数量化された各種の活動量と高次脳機能との関連性につ

て検討することであった。そこで、MMSE の合計点、遅

延 3 語再生、暗算課題と本研究で数量化された 3 つのラ

イフスタイル得点（情報通信機器の使用、認知的活動、

対人交流）との関連性をロジスティック回帰分析によっ

て検討した。MMSE の得点が 23 点以下（認知症の疑い有

り）と 24 点以上（認知症の疑い無し）に対象者を分割し

てライフスタイル得点との関連性を検討したところ、対

人交流が増すほど認知症の疑いが約 2 倍高くなることが

明らかになった。同様の結果は、MMSE の得点を 27 点

以下（認知機能の低下有り）と 28 点以上（認知機能の低

下無し）に分割した場合や遅延 3 語再生課題で満点の者

とそうでない者に分割した場合にも認められた。このこ

とは、対人交流が増すほど認知機能の低下を引き起こす

確率が 1.8 倍に増したり、1.5 倍ほど 3 語再生で満点をと

れない確率が増したりすることを意味している。この結

果は、社会的活動が認知機能の低下を防止するという過

去の見解（例えば、Fratiglioni et al., 2004; Jopp & Hertzog, 
2010; Scaremeas & Stern, 2003）と矛盾する。社会参加の

度合いが高まると脳が活性化され、認知機能が維持され

るという結果が得られた研究では、知人などを含めた幅

広い交友関係に対する活動を社会参加として定義してい

るのに対し、本研究では、「家族や友人と会って話しをす

る」とか「家族や友人と電話で話をする」というような、

ごく近しい人物との交流の頻度を測定するものとなって

いた。つまり、本研究で得られた結果は、親近者との交

流の頻度が認知機能の低下と関連していることを示唆し

ていると推察される。近しい者との交流の頻度が増すこ

とは、自立心が低下している一側面であると仮定すれば、

対人交流因子の得点の上昇が認知機能の低下リスクと関

連していたとしても不思議ではない。岩原ら（2008）は、

自己効力感の低下が認知機能の低下を引き起こしている

ことを明らかにしている。自己効力感が低下すると認知

機能も低下するという現象と、他者に依存することで自

立心が低下し、結果として認知機能が低下するリスクを

負うという現象とには同じような機序があるのではない

だろうか。とはいえ、これらの発生機序については推測

の域を出るものではないので、今後の研究で詳細に検討

する必要があろう。

　MMSE 得点のカットオフ値を 27 点に設定して、認知機

能に低下が認められる者とそうでない者とに対象者を分

割した場合では、「情報通信機器の使用」や「認知的活動」

が認知機能の低下リスクを下げるという結果が得られた。

同様の傾向は、暗算課題が満点の者とそうでない者に対

象者を分割した場合にも認められた。これらのことは、

ライフスタイルと認知機能との関連性を検討した過去の

研究の結果と一致するものである。たとえば、Christensen 
et al.（1996）では、余暇活動の得点が低いと MMSE 得点

が低くなることを示している。また、Jopp & Hertzog（2007）
では、テクノロジーの使用が認知機能の高さと関連して

いることが明らかにされている。情報通信機器を使用す

るためには新たな課題を学習しなければならないし、認

知的活動に従事し続けるためにはより高度な認知課題を

遂行する必要がある。認知課題の要求が高まることで効

果的で適応的な（可塑的な）処理方略が脳内ネットワー

クとして構築されることが認知の予備力であるとすると、

情報通信機器を使用したり認知的な活動をしたりするこ

とは、認知の予備力を高め、ひいては高次脳機能の低下

防止に貢献していると考えられる（Stern, 2002, 2009）。ま

た、これらの結果は、八田（2009）が提唱している休耕

田モデルと一致するものである。つまり、日常生活にお

いて、日記や手紙を書いたり、新聞や雑誌を読んだりと

いった認知的な活動に従事することで前頭葉機能を使っ

ている高齢者の高次脳機能は、使った分だけその機能が

維持されやすくなっていることを示していた。とはいえ、

なぜ認知の予備力が高い人は高次脳機能が低下するリス

クを軽減できるのか、あるいは、なぜ認知の予備力が日

常生活の中において高次脳機能を使用することで実現さ

れるのか、に関わる研究はまだ始まったばかりであり、

今後さらなる研究が積み重ねられる必要がある。認知の

予備力が高次脳機能の低下リスクを軽減する可能性を追

求することは、高齢者の生活の質を向上するために資す

るものとなるであろう。
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